神経系Ⅱ　重要事項

　追試験に出題される可能性の高い重要事項を以下にまとめました。重要度の表記は次の通りです。

　　　　　重要度A：試験超頻出

　　　　　重要度B：試験で出題されたことあり

　　　　　重要度C：出題はされていないが、追試では問われる可能性あり
　授業でやった重要な部分を抜き出しているので、重要度Cであっても目は通すようにして下さい。
（1）坂井先生

　

重要度A　ゲルストマン症候群

重要度B　失語症（特に超皮質下運動性失語と超皮質下感覚性失語）

　　　　　失行症・失認症（概念、種類とそれぞれの障害半球）
（2）飯塚先生

重要度A　視神経障害の障害場所と視野障害の関係

　　　　　対光反射

　　　　　ホルネル症候群

　　　　　外眼筋の作用

　　　　　滑車神経麻痺（ビルショースキー頭部頚反射）

　　　　　水平眼球運動と垂直眼球運動

　　　　　Foville症候群

　　　　　Wallenberg症候群

　　　　　自発放電（特に線維性収縮電位と陽性棘波）

WaxingとWaning

　
脱髄と軸索障害の電気生理学的特徴

　　　　　周期性同期生放電

　　　　　アルツハイマー病と血管性痴呆の鑑別点

　　　　　アルツハイマー病の病理と治療薬

CJD（特に脳波所見やMRI所見）

　　　　　髄膜炎（髄膜炎の原因とそれぞれの特徴）

　　　　　単純ヘルペス脳炎（特に脳波所見やMRI所見）

重要度B　輻輳反射

　　　　　共同偏視（障害部位によってどのような共同偏視が起きるか）

　　　　　Weber症候群

　　　　　ミヤール・ギュ－ブレ症候群　　　　　　

筋電図の特徴（神経原性と筋原性）

ピック病の病理と症状

Werniche-Korsakof脳症の特徴

重要度C　延髄空洞症

　　　　　顔面神経障害

　　　　　中枢性めまいと末梢性めまいの特徴

（3）滝山先生

　

重要度A　感覚の伝導路

　　　　　ブラウン・セカール症候群（障害レベルと障害レベル以下での特徴）

　　　　　筋萎縮（近位筋萎縮と遠位筋萎縮の代表的疾患）

　　　　　バレー兆候

　　　　　ロンベルク検査

　　　　　上位と下位運動ニューロン障害の鑑別点

　　　　　錐体路兆候とは

　　　　　JCS

重要度B　感覚乖離

　　　　　病的反射の種類と簡単な内容

　　　　　筋緊張の種類

重要度C　脊髄視床路障害

　　　　　反射の種類（特に反射中枢）

　　　　　特殊な意識障害（特に閉じ込め症候群）

　　　　　脊髄性と小脳性運動失調の鑑別

（4）阿久津先生

重要度A　MRI検査（T１、T2、FLAIR,拡散強調の特徴）

　　　　　　MRI検査のメリットとデメリット

　　　　　　CTのメリットとデメリット

　　　　　　脳梗塞時のCT、MRI所見

　　　　　　髄液検査の禁忌

　　　　　　不随意運動の種類と特徴

　　　　　　多発性硬化症（病態、症状、検査、治療）

　　　　　　ギラン・バレー症候群（病態、症状、検査、治療）

重要度B　髄液の特徴

　　　　　細菌性髄膜炎とウイルス性髄膜炎の鑑別

　　　　　急性脱髄性脳脊髄炎（病態、症状、検査、治療）

（5）梁先生

　

　重要度A　パーキンソン病（病態、症状、病理、治療）

　　　　　　パーキンソニスム・パーキンソン症候群（特発性と二次性の代表的疾患）

　　　　　　　パーキンソンプラス症候群

　　　　　　薬剤性パーキンソニスムとパーキンソン病の鑑別表

　　　　　　脳血管性パーキンソニスムとパーキンソン病の鑑別表

　重要度B　他系統萎縮症（線状体黒質編成症、シャイ・トレガ－症候群、オリーブ橋小脳変性症）の症状の特徴

　　　　　　ハンチントン病の病態と症状

　　　　　　Werniche-Korsakof脳症の特徴

　　　　　　ビタミンB12欠乏症（特に亜急性連合変性症の特徴）

　　　　　　肝性脳症

（6）荻野先生

　

重要度A　ALS（病態、症状、病理、検査、治療）

　　　　　　ケネディー・オルタ－・サン症候群
（病態、症状、検査、治療）

　　　　　　進行性筋ジストロフィー（デュシェンヌ型）

（病態、症状、検査、治療）

　　　　　　筋緊張性ジストロフィー
（病態、症状、検査、治療）

　重症筋無力症（病態、症状、検査、治療）

　　　　　　ランバート・イートン症候群

　　　　　　　　　　　　　　　　（病態、症状、検査、治療）

重要度B　脊髄性筋萎縮症（SMA1とSMA3の特徴）

　　　　　　進行性筋ジストロフィー（ベッカー型）の特徴

重要度C　進行性筋ジストロフィー（顔面肩甲上肢型、肢帯型、福山型）の特徴

　　　　　周期性四肢麻痺（低K性、高K性の特徴と治療）

（7）濱田先生

　　重要度A　頭痛の分類
　　　　　　　片頭痛（病態説、症状、治療、予防）

　　　　　　　緊張型頭痛（病態、症状、治療）

　　　　　　　群発頭痛（症状、治療、予防）

　　　　　　　てんかん（分類、治療）
　　　　　　　二次性頭痛の種類
　　　　　　　脳出血（好発部位とそれぞれの症状）
　　　　　　　脳出血の治療
　　　　　　　脳梗塞（アテローム、ラクナ、心原性の鑑別表）
　　　　　　　脳梗塞治療の3つの柱と具体的治療法

重要度B　もやもや病（小児と成人の症状の違い）
　　　　　　脳静脈洞血栓症（病態、治療）
（8）倉田先生

　　重要度A　脳動脈瘤（成因、好発部位）
　　　　　　　脳動脈瘤を好発させる疾患
　　　　　　　未破裂脳動脈瘤（好発部位と誘発症状、治療適応要件、治療）
　　　　　　　くも膜下出血

原因、好発年齢
　　　　　　　　　　超急性期の症状および治療
急性期の症状および治療
亜急性期の症状および治療
慢性期の症状および治療
　　重要度B　脳動静脈（病態、好発年齢、症状、治療）
　　　　　　　脳動静脈奇形と高血圧性脳出血の違い（好発年齢、好発部位）
　　重要度C　硬膜動静脈ろう（海綿静脈洞に発生した場合の症状）

（9）山田先生
　
　　倉田先生の重要事項とほぼ同じ。
　　そのほかに、
　　

　　重要度B　脳出血（分類、症状、画像の特徴、治療）

　　重要度C　一過性脳虚血（症状、治療）

もやもや病（病態、症状）
（10）佐藤先生
　　
　　重要度B　水頭症（病態、分類）
　　　　　　　正常圧水頭症の3徴
　　　　　　　神経皮膚症候群
　　　　　　　　　　神経線維腫症、結節性硬化症、Sturge Weber症候群の特徴を簡潔に
（11）遠藤先生
　　重要度A　脳ヘルニアの種類　
　　　　　　　テント切痕ヘルニアのCT所見、合併症
　　重要度B　硬膜外血腫の病態、CT所見
　　　　　　　硬膜下血腫の病態、CT所見
　　重要度C　前頭蓋底骨折の特徴的徴候
　　　　　　　中頭蓋底骨折の特徴的徴候
（12）岡先生
　　重要度B　髄膜腫（好発年齢、性差、好発部位、症状、画像の特徴、治療）　
　　重要度C　

星細胞腫、過形成星細胞腫、膠芽腫、上衣腫、髄芽腫、胚細胞腫、
　　　　　　神経鞘腫、頭蓋咽頭腫、下垂体腺腫
　　　　　　→　好発年齢、性差、好発部位、症状、画像の特徴、治療
（13）清水先生
　　重要度C　脊髄（C、Th、L、S、Coの本数）
　　　　　　　筋分節
　　　　　　　　C5、6：三角筋、上腕二等筋
　　　　　　　　C6～8：上腕三頭筋
　　　　　　　　L1～3：腸腰筋
　　　　　　　　L2～4：大腿四頭筋

　　　　　　　L4～５：前頚骨筋

　　　　　　　
　　　　　デルマトーム
　　　　　　　後頚部：C2　　　　　　　　　　乳：T4

　　　　　　　母指：C6　　　　　　　　　　　へそ：T10

　　　　　　　小指：C8　　　　　　　　　　　肛門：Co
　　　　　　　足の母指：L5
　　　　　　　足の少指：S1

